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「それって、文献とかで”ちゃんと”言われてますか？あなたの経験値
ですか」とか「どこのサイトに書いてありますか？」という問いかけ
率が地域の講演会、ワークショップなどをやっていると聞かれるよう
になりました。私としては、文献を例に挙げると顔も、表情も、にお
いも知らない方の話は 50/50（ゴブゴブ）で、自分にとって「記号接
地」していない（by ハルナッド）言葉は身に着かないな・・・・と
思っています。きっと私の勉強・探求・検索などが不足しているから
だろうと自省していますが、なかなかすすまないです。とは言え、明
日も子どもたちが現場には来られるのでわからないことは調べ、くじ
けそうな時は支えてくれる書に目を通し、先人・友人と話をして準備
していく日々です。今回の BOUZ は「セラピィにおける発想、思い
つき、着想の出どころとは？”というワードを選んでみました。これ
（発想など）はどこから来たのだろうか、ということは人に説明する
時にはがんばって言語化しますが、それに対しては前出のような”質
問返し”も来るので「どっかに書いてあったこと」ではないことが多
く、文献やサイト情報を期待されておられる方をがっかりさせていま
す。まだルーキ－イヤ－の頃、その時代のスペシャリストに「見てわ
からんものは聴いてもわからん」と指導を受けたことがありました
が、令和ではこの「モノイイ」は通用しません、アウトです・・・が
その時は「見る」ことで考えなければ！と思い、子どもを見ること、
セラピィを見ることに注力していました、そして今もそうしていま
す。実際、「どこから来るのか」については、このテーマを黒澤さん
と話した（話したといっても、LINE で３ターンくらいですが）時か
ら考えていますがまだパワポ１枚もできていません。しかし、まぁ、
いつも通りですがお子さんとのセッション映像の手を借りながら考え
うることを考え、出来合いの言葉をコロコロしながらお話できたらな
ぁ、と考えています。何よりも世界の「クロサワ」さんと BOUZ で
セッションできることが楽しみです！ 


